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　　　　The　purpose　of　this　study　was　to　reveal　the　morphological　change．s　in　the　cellular　surfaces　of
rat　hepatic　cells　during　restorative　proユiferation　after　a　two－third　partial　hepatectomy．
　　　　Male　rats　of　Wistar　strain　weighing　150　to　200g　were　subjected　to　two－third　partial　hepatec－
tomy，　and　after　periods　of　from　3　hours　to　4　weeks．　after　the　operation，　the　Iivers　were且xed　by　a
perfusion　method　for　scanning　and　transmission　61ectron　microscopy．
　　　　During　the．　early　phase（3－6　hours）after　the　partial　hepatectomy，　the　later．al　surfaces　of　hepa－
tocytes　became　rough　due　to　a　marked　increase　in　microvilli　and　invaginations　of　the　cytoplasmic
membrane．　The　bile　canaliculi　had　enormously　elorlgated　microvilli．
　　　　During　the　intermediated　phase（24－36　hours）after　the　operation，　the　lateral　surfaces　became
smooth，　and　the　bile　canaliculi．　showed　branching，　dilatation　and　diverticulation。　Mitotic　hepatocytes，
which，　were　identified　by　their　characteristic　spherical　shape，　were　separated　from　the　neighbouring
hepatocytes　by　wide　intercellular　spaces　but　they　normally　contained　tight　junctions　around　the　bile
canaliculi．　The　bile　canali．culi　of　the　mitotic　hepatocytes．showed　obvious　continuity．　to　those　of　the
neighbouring　hepatocytes．
　　　　During　the　late　phase（48－72　hours），　the　hepatic　plates　became　wavy　and　multiple－cell　thick．
　　　　　Most　of　these　c．hange．s　were　normalized　by　one　week　after　the　operation，　although　the　bile
canaliculi　still　showed　slight．　branching．
　　　　The　present　study　revealed　that　the　cellular　surfaces　of　hepatocytes　show　char．acteristic　sequen－
tial　changes　during　restorative　proliferation．　（Received　March　30，1982　and　accepted　May　31，19．82）
1　緒 言
　成熟動物．の肝臓では大部分の肝細胞は静止期（Go期．）
にあり，平常では肝細胞．の分裂像をみることはきわ．め
てまれであるが，．手術的に肝を部分的に切除したり，薬
物などを投与して一過性に肝実質の広汎な壊死を起こ
すと，間もなく肝細胞は活．発な分裂増殖を営むように
なり，臓器重量，機能とも比較．的短期間に回復するこ
とが知られている．たとえぽ再生肝の実験モデルとし
て用いられるラットの％．部．分切除肝では，．術後18～24
時間で肝細胞に活発なDNA合成がおこり，次いで．30
時間前後には分．裂のピークに達し，約1週間で肝重量
は手術前の値に回復する｝一2）
　再生肝における肝細胞はさまざ．まな形態学的変化を
示すことが知られているが，このような変化の中には
肝細胞の増殖に伴って生ずるも．のの他に，手術のスト
レスや術後の食餌摂取量の低下，残存肝に対する機能
的負荷，肝血流の変化，さらに増殖に伴う肝小葉の再
構築などに由来するものも含まれているものと考えら
れている．｝動
　細胞の．表面構造が細胞の増殖サイクルに応じて変化
することや，豊富な血液との密接な接．触が可能な類洞
構造をもつ肝細胞の表面構造が，部分切除．後の血行の
変化に応じて変化することが予想さ．れるにもかかわら
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ず，これまでの研究の多くは透過型電子顕微鏡（以下
TEM）によるものであり，細胞表面の変化や再生にと
もなう肝の組織構築の変化については，従来ほとんど
報告されていない了一10）
　近年，肝を墨流固定したのちに割った試料を用いて，
肝細胞の表面構造や肝細胞索の構造を走査型電子顕微
鏡（以下SEM）により観察することが可能となった．
そこで％部分肝切除後のラット再生肝について，術後
早期から肝組．織が正常像に回復するまでの経時的な各
時期の形態変化，特に肝細胞の隣接する肝細胞との接
着面（以下，側面），毛細胆管ならびに肝細胞索の変化
をSEMによって観察したので報告する．
2　実験方法
　実験動物は150～200gのWistar系雄iラット58匹を
用いた．手術直前まで固形飼料（オリエンタル社，
MNF）と水を自由に与え，飼育室は23℃前後に保ち，
照明は昼夜の区別のため12時間おきに点滅した．
　手術は午前10時から午前12時の間に行ない，エー
テル麻酔下で開腹し，Higgins＆Anderson法11）によ
り5つの肝葉のうち左側葉と正中葉の2葉を切除した。
　部分肝切除後の3，6，9，12，18，24，30，36，
48，72時間，5日，7日，2，3，4週の各時期に以下
のごとく肝の試料作製を行なった．一方，無処置の動
物とsham－operationを行なった動物をコントロール群
として用いた．
2・lSEMのための試料作製法
　ラットをエーテル麻酔し，生理食塩液を灌流器で経
門脈的に注入し，これと同時に下大静脈を切断して，肝
内の血液を洗い流した．肝が十分脱血した時点で，0．1
Mのカコジル酸緩衝液でpH　7．4に調整した2．5％のグ
ルタールアルデヒド（半井化学）を流し，約3分間灌
流固定を行なった，なお灌流速度は正常ラット門脈血
流量とほぼ同じ5m1／minとした．この条件では灌流中
に肝が腫大や縮小を示すことはなかった．
次に取配した騰の右側葉の一部を1×1×10㎜
の棒状の組織片とし，2時間から数時間上記の固定液で
浸漬固定した後，0．1Mカコジル酸緩衝液で洗浄した．
次いで2次固定として1％オスミウム酸で4時間浸漬固
定を行ない，次いで通常のアルコールシリーズで脱水
した．脱水後酢酸イソアミルに20分間浸漬し，この間
小棒状の組織片をピンセットで折り臨界点乾燥装置（日
立HCP－1）で臨界点乾燥を行なった．試料は切断面を
上にして銀ペーストで試料台に固定し，固着後真空蒸
着装置（エイコー，IB－1）で筆癖着し，走査型電子顕
微鏡（日立HS－430）で観察した．
2・2TEMのための試料作製法
　前述の灌流固定を行なった肝臓の右側葉を1×1×l
mmの組織片とし，これを同固定液でさらに2時間浸
漬固定した後段コジル酸緩衝液で洗い，1％オスミウム
酸で2次固定を行なった．次いでアルコール脱水後，エ
ポン812またはGE－100（キシダ化学）に包埋し，ウル
トラトーム（LKB）で二二切片作製後，ウラニウムと
クエン酸鉛の二重染色を行ない，透過型電子顕微鏡
（JEM－100C）で観察した．
2・3血管（類洞）鋳型作製法
　類洞の走行状態を観察するため，コントロール肝と
部分切除後3日，5日，1週の各時期の肝臓について以
下のごとく試料作製を行なった。
　ラットをエーテル麻酔し，肝臓内の血流を洗い流す
ための生理食塩液で経門脈的に灌流した後，Mercox，
CL（大日本インキ）を経学劇的に注入し，これが下大
静脈から流出するまで続けた．次いで取り出した肝臓
を20％NaOH溶液で1週間浸漬して肝実質を溶解し，
残ったMercox樹脂をカミソリ刃で厚さ3mmの切片
とした．これを蒸溜水で1～2日間洗浄し，アルコール
シリーズで脱水後，自然乾燥し，銀ペーストでSEM用
試料台に固定後金蒸着し，SEMで観察した．
2・4　組織化学のため試料作製法
　毛細胆管を選択的に染めるため，前述のごとく灌流
固定した肝をただちに0．2Mのしょ糖を含む0．1Mヵ
コジル酸緩衝液に浸漬して十分洗った後，ビブラトー
ム（Oxford）で厚さ40μの切片とし，　Wachstein＆
Meiselの方法でマグネシウム短慮性ATPase染色を行
ない，光顕的に観察した．
　一部については，肝細胞の分裂と毛細胆管との関係
をみるため，ATPase染色後メチルグリーンで核染色
を行なった．
　その他光顕的にはヘマトキシリソ，エオジン染色，
PAS染色を行ない一部についてはさらに鍍銀染色，マ
ロリー，アザン染色も行なった．
3　結 果
3・1　コントロール群
　無処置群では肝細胞は1列性に連なって肝細胞索を
形成し，肝細胞索は類洞と平行してグリソン鞘を中心
におよそ放射状に配列していた（Figs．1，2）．類洞内
壁の大部分は扁平な類洞内皮細胞により被われており，
その扁平な細胞質突起には直径0．1μの多数の小孔
fenestrationが集籏性にみられ，いわゆる飾状板構造
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sieve　plate　structureを形成していた（Fig．3）．
　また類洞内壁の一部には類洞内腔に盛り上がった不
規則な形を示すKupffer細胞がみられた（Fig．4）．肝
細胞の側面には毛細胆管がみられた（Fig．5）．通常毛
細胆管は肝細胞索に平行して走っており1個の肝細胞
ではその幅はほぼ均一であったが，小葉間胆管付近で
はその幅は増していた（Fig．6）．毛細胆管の縁には短
い微絨毛がみられたが，その長さは小葉内ではほとん
ど均一であった（Fig．7）．小葉間胆管内面面にも多数
の微絨毛がみられ，一部には線毛ciliaもみられた（Fig．
8）．肝細胞の類洞に面する部分ならびに隣接する肝細
胞間の陥凹部分では，多数の微絨毛が発達していた
（Fig．5）．これに対して側面はほぼ平滑であったが，と
きには短い微絨毛と隣接する肝細胞のこれによる凹み
とおもわれる小心が散見された（Fig．7）．　sham－opera－
tion群では，術後早期には組織学的にグリコーゲンの
減少，脂肪滴の増加などの実験群と類似の変化が認め
られたが，SEMによる細胞側面の観察では，術後いず
れの時点でも無処置群の間に差異はみられなかった．
3・2　実　験　群
　3・2・1　術後早期の変化
　部分切除後の肝細胞の分裂増殖は術後24時間から始
まり，30時間をピークとしてみられることから，それ
以前の変化を早期変化として一括した．
　術後3時間では，肝細胞の細胞間隙の著明な拡大が
みられ，それにともなって肝細胞の側面は，毛細胆管
の周辺部を除いて，大部分に多数の微絨毛が現われ，全
体的に粗になった．また大きさならびに深さが互いに
異なる細胞膜の凹みがみられ，大きいものでは径2μm
前後であった（Fig．9）．　TEMによる観察でも細胞膜
の陥入がみられ，深いものは細胞質内に直径20μmにも
およぶ大型の貧飲空胞を形成していた．また類洞側で
も，膜の陥入のために，微絨毛の分布がしぼしぼ粗に
なっていた．
　術後6時間では，このような変化はさらに著明にな
り，肝細胞の側面のほぼ全面にわたって微絨毛がみら
れるようになった（Fig．10）が，このような変化は，術
後9，12，18時間と経過するにつれて，正常化する傾
向がみられた．ATPase染色による光顕的な毛細胆管
像は術後3時間では著変はみられなかったが，6時間以
降時間が進むにつれて拡張，屈曲化する傾向がみられ，
毛細胆管はその輪郭がやや不明瞭となった．このよう
な変化は術後72時間までみられた．
　3・2・2　増殖期の変化
　術後24時間では，早期に拡大していた細胞間隙は正
常化し，増加していた肝細胞側面の微絨毛は著明に減
少し，小葉周辺帯の一部を除いて正常に近い状態となっ
た また細胞膜の陥入，貧飲空胞の数も減少した．
　一方術後72時聞をピークとして毛細胆管には分枝，
屈曲などの異常が目立つようになり，また内腔が拡張
化する傾向が著明であった．また拡大した毛細胆管の
一部には，太さは正常と変わらないが異常に長い微絨
毛が認められた（Fig．11）．
　3・2・3　分裂肝細胞
　術後30時間は肝細胞の分裂のピークにあたる時期で，
光顕的には肝に多数の分裂細胞が認められた．TEMに
よる観察では分裂中の肝細胞は円形化する傾向がみら
れ，特に有糸分裂の前期から中期にかけてこの傾向が
著明であった（Fig．12）．　SEMではこの時期で丸くふ
くらんで球状になった肝細胞が散見され，分裂肝細胞
に相当するものと考えられた（Fig．13）．
　分裂肝細胞の側面は比較的平滑で，微絨毛は主に
Disse二七にみられたが，その密度は正常にくらべてや
や低下していた．分裂病細胞の毛細胆管は浅く幅は拡
大しており，その走行も屈曲，蛇行する傾向がみられ
た．しかしこれらの分裂肝細胞の毛細胆管は隣接する
分裂していない肝細胞の毛細胆管と明らかな連続性を
保っており（Fig．13），この点はATPaseによる毛細
胆管染色によっても確認することが出来た（Fig．14）．
また分裂肝細胞は球状にふくれ上っているため，細胞
間隙が拡大していた（Figs．15，16）が，毛細胆管周囲
のtight　junctionは正常に保たれていた（Fig．16）．
　一方この時期における分裂していない肝細胞の側面
は正常肝細胞に近い状態であったが，毛細胆管は24時
間と同様に屈曲，分枝，拡張が著明で，毛細胆管壁が
細胞質内へ深く陥入した憩室様の変化もみられた．
　3・2・4術後後期の変化
　術後72時間になると，それまで比較的1列性でグリ
ソン鞘を中心として放射状の配列を保っていた肝細胞
索に，多列化，屈曲化が目立っようになった（Fig．17）．
特に小葉周辺帯ではこの傾向が強くみられ，このため
類洞は狭小化していた（Fig．18）．この時期の毛細胆管
では陥凹のやや浅くなった像や分枝像などがみられた
ほか，部位によっては著明な拡張像，憩室形成などが
みられた（Figs．19，20）。
　ATPase染色による毛細胆管像も同様な変化を示し
た（Fig．21）．特に拡張したり憩室様変化を示す毛細胆
管では，微絨毛は側縁に多くみられ，底面ではその密
度は低かった（Fig．22）．またMercox樹脂による類洞
鋳型像では，コントロール肝にくらべ放射状配列の像
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は明らかではなかった（Fig．23）．
　術後5日では，肝細胞索の多列化，屈曲化はごく一
部に見られるのみで，個々の肝細胞についても多くは
正常に復しており，小葉周辺帯の一部の毛細胆管に分
枝像，軽度の拡張像をみるのみであった（Fig．24）．
　術後7日では，肝細胞索は正常と同様ほぼ1列性で
かつ直線状にもどっており，毛細胆管も小葉周辺帯の
ごく一部に軽度の拡張像を見るのみで，全体的にはほ
とんど正常に復していた（Fig．25）．　ATPaseによる毛
細胆管染色も同様の結果であった（Fig．26）．
4　考 察
4・1　コントロール群
　無処置群のSEM所見は従来の報告’2一’9）と同様で，
肝細胞索は1列性でグリソン鞘を中心に放射状に配列
し，個々の肝細胞の側面には毛細胆管が観察された．肝
細胞の類洞面ならびに隣接する肝細胞との間の陥凹部
では微絨毛が良く発達しており，この面における血液
との活発な物質交換と関係しているものと考えられる．
毛細胆管は小葉周辺部の肝細胞で小葉中心部より太く
なっており，通過する胆汁量の増加を反映しているも
のと思われる．
　sham－operation群では，無処置群と比較して肝細胞
の表面構造には特に差はみられなかった．従来のTEM
による観察では，細胞質の脂肪滴の増加，グリコーゲ
ンの減少，ミトコンドリアの腫大など，sham－operation
群である程度部分肝切除後と同様の早期変化がみられ
ることが報告されている．これらの変化はアドレナリ
ンやノルアドナリンの投与によってもみられることか
ら，手術に伴うストレスによるものと考えられる影5）今
回sham－operation群で表面構造に特に変化がみられな
かった点は，実験群で観察された種々の変化が，手術
によるストレスとは無関係であることを示唆している．
4・2　実　験　群
　4・2・1　肝細胞側面の変化
　細胞間隙の拡大と微絨毛の増加は，術後早期から認
められた．これはLane　and　BeckerのTEMによる観
察の結果20》と一致している．術後早期では肝の重量が急
激に％に減少するため，類洞内圧が充進ずるf『5）類洞内
皮細胞には直径約100nmの多数のfenestrationが存
在し1レ25｝血漿成分はこれを通して肝細胞の類洞面と接
している．従って類洞内圧の充進は容易にDisse腔内圧
の充進をもたらし，これにより細胞間隙が拡大したも
のと考えられる～6）一方肝細胞表面の微絨毛の増加につ
いては，肝細胞を遊離細胞化すると細胞全面に多数の
微絨毛が出現することが知られていることから，細胞
間隙が開干し新たに形成された自由面に向かって，肝
細胞から微絨毛が突出したものと考えることが出来る．
　また術後早期には，TEMで細胞質内に多数の貧飲空
胞が観察される．これらの貧飲空胞の形成過程の初；期
像はSEMでは細胞膜にみられる陥凹として観察された．
この貧飲空胞が多発する結果，肝細胞内には大型の細
胞質内封入体が形成されるのである．細胞質内封入体
の発生原因については，①低酸素状鰹7〕②細胞膜の破
黛8〕③細胞膜の透過性の北進19）④グルカゴンなどの
pinocytotic　inducerの増加，あるいはそれに対するリ
セプターの変化lo－32）⑤急激な門脈一類洞内圧の充
進33－35｝などの種々の説がある．最近，芝山ら33）は灌流装
置を用いた灌流ラット肝を使い，灌流圧を上げること
によって細胞質内封入体を誘発しうることを報告して
いる．また人体例で急性のうっ血を示す肝ではしぼし
ば同様の空胞がみられることが報告されており14－35）こ
れらの所見は類洞内圧の航進が熟練空胞の形成に最も
重要な因子であることを示唆している．しかし再生肝
の術後早期には脂質，糖蛋白，細胞膜の流動性，ホル
モンに対するリセプターなど生化学的にも種々の膜変
化がみられることが報告されており16－38）これらが細胞
表面の形態化と何らかの関係をもっている可能性も否
定できない．
　4・2・2　毛細胆管の変化
　胆汁分泌の場であると同時にその流通排泄路でもあ
る毛細胆管では，部分切除後早期から屈曲，分枝など
の走行異常の他に，拡張，憩室形成，内命の微絨毛の
変化などの所見が認められた．再生肝における毛細胆
管の拡張は過去にも報告されており岬一⑪また同様の
変化は総胆管結紮後のラット肥1－43）ある種のウィルス
性肝炎44）でも報告されている．
　Leong　et　alチ5）によれば，再生肝における肝重量あた
りの胆汁分泌量は残存肝に対する機能的な負荷により
術後24時間から増加し，72時間でピークに達し，正常
の1．5倍になるという．今回のSEMによって観察され
た毛細胆管の拡張ならびに走行の変化が，術後24時間
から認められ，72時間でピークになった点はLeong　et
al．の報告と一致し，個々の肝細胞における胆汁分泌量
の増加に関係した変化と思われる．一方Harkness2）に
よれぽ，胆管上皮細胞の分裂増殖は48時間以降にみら
れるという．この点に関して木村5｝は，胆管系の発達が
増加した胆汁量についてゆけないために胆汁のうっ滞
がおこり，これが毛細胆管拡張の原因になりうる可能
性を述べている．しかし最近Pfeifer　and　Reus40）は，
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再生肝における拡張した毛細胆管についてTEMを用
いた観察を行ない，毛細胆管の微絨毛の単位面積あた
りの数は減少しているが，総体的な数には変化がみら
れないと報告している。一方総胆管結紮後の毛細胆管
では明らかな微絨毛の減少が認められる．このことか
ら再生肝における毛細胆管の拡張の原因は毛細胆管細
胞膜の新生によるものであり，この点は総胆管結紮後
の内圧の充血による拡張とは異なるとしている．今回
のSEMによる観察でも，拡張にともなう微絨毛の減少
がみられなかった点はPfeifer　and　Reusの観察と一致
し，閉塞を示唆する所見は得られなかった．
　毛細胆管内腔の拡張にともなってみられた細長い微
絨毛については，Diethylnitrosamine誘発のラット肝
増生結節でも同様のものがみられることがOgawa　et
al了）により報告されている．このような微絨毛の変化の
意義は不明であるが，Gabbiani　and　Ryan46）は毛細胆
管周囲のアクチン線維が増加することを報告しており，
胆汁分泌の血忌にともなう毛細胆管の運動性の変化と
関係している可能性も考えられる。
　4・2・3　分裂肝細胞
　分裂肝細胞は球状にふくれあがり，側面の微絨毛が
減少し，毛細胆管はやや扁平化していた．
　Sanger　and　Sanger47）はSEMを用いて培養rat
kangaroo（RK）cellの分裂の各時期における細胞表
面の変化を観察しているが，微絨毛は分裂前期の終わ
りから消失し，後期の終わりに再び出現すると報告し
ている．細胞の形態の維持や膨張，収縮には，アクチ
ン線維や微小管などのcytoskeltal　systemが関与して
おり，分裂にともなうcytoskeltoneの変化が微絨毛の
減少や細胞の球形化に関与しているものと考えられて
いる．分裂中の細胞では細胞質内のtubulineの大部分
は紡錐糸の形成にあずかり，細胞質内の微小管は著し
く減少するf8）分裂肝細胞が球状に膨張しその毛細胆管
が浅くなっていることから，この部分で胆汁の局所的
うっ滞が生じ，これが毛細胆管の拡張の原因になって
いる可能性は大きいものと思われる．
　しかし分裂肝細胞の毛細胆管と隣接する肝細胞のそ
れとは，SEM，　ATPase組織化学で示されたように，明
らかに連続しておりこの部分での閉塞は認められなかっ
た．また分裂肝細胞に隣接する肝細胞の毛細胆管が強
く拡張している所見もみられなかった．これらの所見
は，肝細胞が分裂中でも隣接する肝細胞との間の胆汁
の流通は比較的正常に保たれていることを示唆してい
る．急性肝炎の回復期にみられる胆汁うっ滞の原因は，
小葉周辺帯における肝細胞の分裂増殖によるものとさ
れている44）が，今回の結果からみると必ずしもそうでは
ないものと考えられる。
　分裂肝細胞では細胞間隙の拡大がみられたが，TEM
によって毛細胆管周囲にはtight　junctionが確認され
た．Zeligs＆Wolliman49）はラットの甲状線上皮細胞
について，分裂中のすべてのphaseでtight　junctionが
保たれていると報告している．これらの所見はtight
junctionの血液一毛細胆管関門としての機能が分裂中
にあっても維持されていることを示唆し，分裂肝細胞
では血漿成分と胆汁の接触はないものと考えられた．
　最近，Yee　and　Reve18）やRevel　et　a19）は再生肝で
肝細胞のgap　junctionの減少を認め，　gap　junction
の減少が細胞増殖に関与している可能性を述べている．
今回の我々の観察では，分裂島細胞と隣接する細胞と
の間の細胞問隙が拡大し，TEMではこの間のgap
junctionは認められなかった．この変化は分裂のピー
クである術後30時間で最も顕著であった．これらの所
見は，gap　junctionの減少が細胞分裂の引き金となる
より，むしろ分裂にともなう細胞表面の構造変化の結
果である可能性を示唆しているものと考えられる．
　4・2・4　肝細胞索の変化
　術後72時間をピークとして肝細胞索の多血化と類洞
の狭小化がみられたが，術後5日では肝細胞索，類洞
ともにほとんど正常化し，術後7日では正常と区別が
出来ない状態に回復した．肝細胞索の直列化は肝細胞
増殖に対する類洞内皮細胞や格子線維の発達の遅れに
よるものと考えられてい凝糊すなわち肝細胞の分裂増
殖は，主として術後30時間前後から急速に始まり，以
後次第に低下するが，類洞内皮細胞の分裂増殖はこれ
より数十時間遅れて徐々に起こるため，一時的に肝細
胞数が類洞に対して相対的に増加する．森ら50）は個々の
肝小葉の面積が再生肝7日では増大すると報告してい
るが，これは72時間で多列化した肝細胞索が類洞内皮
細胞の増殖にともなって伸展延長したためと考えられ
る．
5　結 論
　SEMによる再生肝細胞の立体的観察により次のよう
な結論を得た．
　5・1　術後早期に肝細胞側面の細胞間隙の拡大が認め
られたが，これは類洞内圧の充進によるものと考えら
れ，拡張した細胞間隙には多数の微絨毛がみられた．
　5・2　増殖期では毛細胆管の屈曲，拡張，憩室形成
がみられたが，これらは胆汁分泌量の充進によるもの
と考えられた．
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　5・3　拡張した毛細胆管では内腔の微絨毛の減少はな
かった．
　5・4　．分裂肝細胞の毛細胆管は隣接する肝細胞のそれ
と連続しており，胆汁の流通路は分裂中も保たれてい
ると考え．られた．また毛細胆．管周囲のtight　junctionは
分裂肝細胞でも保たれており，胆汁と血漿成分との接
触はないものと考えら．れた．
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　　　Figs．　1　to　8　Control　liver．
Fig．　1　The　hepatic　plates（．HP）are　arranged　radially　around　the　portal　vein（PV）．　×460
Fig．2　Vascular　casts　representing　a　dense　network　of　sinusoids．　radiating　from　the　portal　vein
　　　　　　　（PV）．　x370
Fig．3　Numerous　fenestrations（FN）of　the　sinusoidal　walls．　×31200
Fig。4　A　Kupffer　cell（KP）with　many　cytoplasmic　protrusions．　×3300
Fig．　5　Bile　canaliculi（BC）　are　running　straight　across　the　center　of　the　lateral　surfaces（LS）　of
　　　　　　　hepatocytes．　Narrow　intercellular　spaces（ICS）contain　nulnerous　microvilli．．×2．800
Fig．　6　An　interlobular　bile　duct（BD）and　an　adjacent　perilobular　bile　canaliculus（BC）with
　　　　　　　significant　dilatation．　×2400
Fig．7　A　high　magni丘cati．on　of　the　Iateral　surface　of　the　hepatocyte　and　a　bile　canaliculus（BC）．
　　　　　　　There　are　a　few　pores　in　the　lateral　surface（LS）．　The　bile　canalicular　wall　is　provided
　　　　　　　with　numerous　short　microvilli（MV）．×46000
Fig．8　A　high　magni丘cation　of　the　luminal　wall　of　the　intralobular　bil．e　duct（BD），　There　are
　　　　　　　numerous　microvilli（MV）and　a　few　cilia（CIL）．×18500
Fig．9　Three　hours　after　two－third　partial　hepatectomy．　A　few　holes（．HO）are　seen　on　the　late－
　　　　　　　ral　surfaces（LS）of　hepatQcytes．　×23000
　　　Figs．10　to　ll　Six　hours　after　the　operation．
Fig．10　Numerous　microvilli（MV）are　seen　on　the　Iateral　surfaces（LS）of　hepatocytes．×5800
Fig．11　An　abnormall．y－elongated　microvillus（arrow）is　seen　with　in　a　dilated　bile　canalicullus．　×
　　　　　　　24600
　　　Figs．12　to　16　Hepatocytes　during　mitosis．
Fig．12　TEM　of　a　mitotic　hepatQcyte（MH）during　me．taphase　with　a　round　con且guration．×3800
Fig．13　A　mitotic　hepatocyte　revealing　a　characteristic　spherical　shape，　and　the　shallow　and
　　　　　　　widened　bile　canaliculus（BC）with　obvious　continuity　to　that　of　the　neighbouring　hepatoc－
　　　　　　　ytes．　×3200
Fig．14　A　mitotic　hepatocyte（MH）during　metaphase（．A）and　anaphase（B）showing　the　bile
　　　　　　　canaliculi（BC）with　obvious　continuity　tQ　those　Qf　the　neighbouring　hepatocytes．　ATPase
　　　　　　　histochemistory．×1300
Fig．15　A　mitotic　hepatocyte（MH）is　separated　from　a　neighbouring　cell　by　widened　interceIIular
　　　　　　　space　（ICS），　×28800
Fig．16　Tight　lunctions（TJ）are　seen　around　the　bile　canaliculus（BC）in　a　mitotic　hepatocyte
　　　　　　　（MH）．×14．400
　　　Figs．17　to　23　Seventy　two　hours　after　the　operation．
Fig．17　The　radial　pattern　of　the　hepatic　plates（HP）is　significantly　disordered　with　m．ultiple　cell
　　　　　　　thickness．　×560
Fig．18　The　sinusoidal　spaces（S）are　markedly　narrowed．×2600
Fig．19　The　bile　canaliculi（BC）are　branched　and　dilated．　x5200
Fig．20　Diverticulation（DV）of　the　bile　canaliculi（BC）．　×2800
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Fig．21
Fig．22
Fig．23
Fig．24
　　　Figs．25
Fig．25
Fig．26
ラット再生肝の立体的超微構造
The　bile　canalicular　pattern　with　branching　and　dilatation　shown　by　ATPase　histochemis－
tory．　　x400
High　magni丘cation　of　Fig．19．　Microvilli（MV）are　sparsely　distributed　on　the　bile　canali－
cular　space（BC．）．　×26000
Sinusoidal　vascuIar　casts．　Radial　arrangement　of　the　sinusoids　is　unclear．　×300
The　bile　canaliculi（BC）with　branching　and　slight　dilatation　at　five　days　after　the　opera－
tion．　×3300
　　　　to　26　Seven　days　after　the　operation．
The　bile　canaliculi　with　almost　normal　appearance．　×2800
ATPase　histochemistory　showing　a　normal　bile　canalicular　pattern．　×280
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